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１．　環境経営方針

株式会社糸川製作所　環境経営方針

基本理念

　株式会社糸川製作所は地球環境保全が人類共通の
重要課題であることを認識し、弊社の生産活動において
積極的に環境保全に配慮した行動をとる。

方針
　株式会社糸川製作所は生産活動において、全従業員
が『この行動は地球に優しいか』を常に配慮し、環境負荷
を可能な限り軽減する。

１．環境管理責任者を頂点とする全従業員により環境経営
　　体制を組織し揺るぎない環境経営活動を推進する。

２．環境関連の法律・条例を遵守し、自主目標を設定して、
　　汚染防止・環境経営に取り組む。

３．全社員に対し、環境経営に関する教育訓練を行い意識
　　の向上に努める。また、協力会社にも環境経営活動に
　　ついての理解と協力を求める。

４．重点的な環境負荷改善への取組み。
　　・二酸化炭素排出量の低減
　　・廃棄物排出量の低減
　　・水使用量の低減
　　・製品への環境配慮の推進
　　・化学物質の管理と低減

制定日 2011年4月1日
改定日 2021年7月1日

株式会社　糸川製作所
代表取締役　田中一嘉
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２．会社の概要

（１）　事業所名及び代表者氏名

株式会社　糸川製作所

代表取締役　　田中　一嘉

（２）　所在地

千葉県香取市虫幡１７７２ 本社工場

（３）　環境管理責任者及び事務局担当者の連絡先

環境管理責任者　　　事業本部長　秀島　公亮

事務局担当者　　　　　　　　　　　朏　　元実小澤　祥大

連絡先 TEL　０４７８－８０－７５５５

FAX　０４７８－８０－７５５６

（４）　事業の内容

精密機械加工部品の製造

（５）　事業の規模（2022年度）

年間売上高　　 5.0億円

社員数　　　　

床面積　　　　　

（６）  事業年度

2022年度

2022年7月１日　～　2023年6月３0日

（７）　認証登録範囲　　

認証・登録番号： 0008476

認証・登録年月日： 2012/07/04

認証・登録事業者名：株式会社糸川製作所

対象事業所名： 本社工場

当社は全組織・全活動を対象としています。

所在地： 千葉県香取市虫幡1772

事業活動内容： 精密機械加工部品の製造

本社工場

36

３,４５０㎡
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３、実施体制

役割・責任・権限
代表者（代表取締役） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認
・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者（事業本部長） ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

環境事務局（小澤） ・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案のの作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

エコアクション21推進委員会 ・議長は環境管理責任者が兼務する。
・メンバーは各グループから選出されたグループ担当者＝推進委員
・3か月毎にフォローを行う。
・全体、自部門における活動の実施。

部担当者 ・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者
（代表取締役）

環境管理責任者
（事業本部長）

営業部 製造部

環境事務局
（小澤）

エコアクション２１
推進委員会

製品管理部
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4、環境経営目標及びその実績
         (2022年7月～2023年6月)

2021年度 2023年度 2024年度

2021/7～2022/6

実績
(基準年度)

目標
(基準年度維持）

2022/7～
2023/6
実績

評価 目標
(基準年度維持）

目標
(基準年度維持）

560,487 560,487 577,226 × 560,487 560,487

256,143 256,143 263,792 × 256,143 256,143

7,532 7,532 9,232 × 7,532 7,532

17,474 17,474 21,417 × 17,474 17,474

199 199 248 × 199 199

494 494 619 × 494 494

36 36 103 × 36 36

92 92 267 × 92 92

16 16 39 × 16 16

× 35 35

274,219 274,219 282,748 × 274,219 274,219

3,465 3,465 3,351 〇 3,465 3,465

61,938 61,938 52,581 〇 61,938 61,938

331 331 359 × 331 331

0 0 - 0

・場内不具合件数の削減 513 360 381 × 360 360

電力の二酸化炭素排出係数(TEPCO)　0.457 Kg-CO2/kWh を使用

117

ガソリン消費量

ガソリンの二酸化炭
素排出量

ℓ

Kg-CO2

⑤

Kg

Kg

㎥

Kg

②

製品への環境配慮

化学物質

件数

③

④
　・適正管理の推進

一般廃棄物

産業廃棄物

水道水

電力の二酸化炭素排
出量

電力消費量 KWｈ

Kg-CO2

Kg-CO2

LPG消費量 Kg

LPGの二酸化炭素排
出量

Kg-CO2

二酸化炭素排出量の
合計

軽油消費量

①

ℓ

軽油の二酸化炭素排
出量

Kg-CO2

灯油消費量 ℓ

灯油の二酸化炭素排
出量

Kg-CO2

35
35

2022年度

― -

電力のCO2削減では、前期に比べ冬季の気温が低くなる日々が続き、工場内の暖房や設備の暖機運
転などに多くの電力がかかる結果となった。

さらに、製品不具合については、活発化した営業活動の結果、新規受注製品の数が増えたことで、手
順が不慣れなことなどから生じるケースも確認された。現場のスキルアップのためには、一定程度の不
具合はやむを得ない部分があることを踏まえつつ、事前に確認できることは徹底できるよう、社内の仕
組み変更も着手したい。

年度
項目
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5、環境経営計画の結果とその評価及び次年度の取組み

活動計画実施状況

電力消費量の削減 -
　・空調温度の適正化 ○ 電気使用量増加（原単位を把握し管理、対応を行う。）
　・昼休み消灯 ◎ ・生産高堅調による。猛暑、厳冬の影響もあり。
　・生産計画外設備の電源OFF ◎ 　　ここ数年の新設機械の導入および水銀灯からＬＥＤ等
　・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、工場内のｴｱｰ漏れ点検 ○
　・緑化、日よけ ○ ・機械と空調の使用量が増加（長時間残業・休出対応増の為）

　・照明、OA機器の省電化 ◎ ・省エネ型エアコンへ順次置き換え
  ・ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀの定期的洗浄 ◎

化石燃料の二酸化炭素削減 -

　・効率的なルートで配送 〇 ガソリン使用量増加
　・エリア別営業活動の見直し 〇 　・ハイブリッド車等エコカーの効果大
　・宅急便の活用 ○
  ・ｴｺｶｰの利用 ◎ 　・顧客対応強化の為、不定期的な出張を多くこなした。

　・効率的な配送および営業活動を展開
　・宅配便の利用も積極的に推進した。

一般廃棄物の削減 -

　・分別の徹底 ◎ 　・分別は良好　→　今後も維持管理
　・シュレッダー廃紙のリサイクル化（緩衝材）○   ・一部実施
　・裏紙の再利用 ◎ 　・積極的に使用
　・梱包材の再利用 ◎ 　・積極的に利用
　・コピー数の低減 ◎ 　・新システム導入により、コピー枚数の低減

産業廃棄物の削減 -

　・分別の徹底 ◎ 　・分別は徹底されている。
　・油漏れ注意 ○   ・漏れた場合でも最小限にとどめた
　・作業ミスによる廃棄量の低減 ○ 　・生産量の増加でも抑えられた。
　・切削液の濃度管理 ○ 　・濃度計による管理が徹底されている。

水道水の削減 -

　・節水ポスター掲示 ◎ 　・節水の意識は浸透した。
　・水溶性油漏れの注意 ○ 　・機械からのオーバーフローを最小限にする為、
　・トイレの水槽の嵩増し節水 ◎ 定期的な監視、清掃を行っている。
　・蛇口のコマ絞り ◎

化学物質の削減 -

　・化学物質の適正管理の推進 -
　・客先への化学物質不使用を提案 -

製品の環境配慮 -
　・省資源な工程設計を行う ○ 　工程設計者は新規案件は意識して実施。
　・ＲｏＨＳ対応の推進 ◎ 　ＲｏＨＳ対応の推進は良好
　・通箱化の推進 ○

  ・弊社製品の品質レベルアップ ○  結果として取引先の工数削減等に貢献できる。

     （作り直しのﾑﾀﾞの排除） 場内不具合数については目標より多くなってしまった
・場内不具合件数の削減 × 改善を進める。
・今後の取り組みについて
上記①～⑤項目について、今年度の活動を踏襲し、次年度も継続し運用を推し進めていく。

　通箱化は、ゴミを出さない様に仕切等の改善に努めてます。

④

⑤

評価及び今後の取組み

①

②

③

 　 への順次切り替えの効果で、原単位は下がっている。       

該当事業を取引先に返上したため、該当化学物質の使用
はゼロとなった。

　・急発進急加速制限速度順守により使用量は減少した。
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6.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに
　違反、提訴等の有無

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制
等は遵守されていました。尚、関係機関及び工場近隣からの違反
の指摘、提訴等も過去３年間ありませんでした。

届出
報告

届出先 証拠 判定

廃棄物処理法 廃棄物処理委託 マニフェスト管理 廃油 事務局 ﾌｧｲﾙ ○

異常時の届出 切削油廃棄 工場

指定場所で管理

騒音規制法 施設届け出の義務 香取市環境保全条例 コンプレッサー ○ 香取市役所 工場 ○

出力3.75KW以上 第19条第1項、第20条第1項 22KW(30馬力）　 1台

15KW（20馬力）　１台

振動規制法 施設届け出の義務 香取市環境保全条例 コンプレッサー ○ 香取市役所 工場 ○

出力3.75KW以上 第19条第1項、第20条第1項 22KW(30馬力）　 1台

15KW（20馬力）　１台

下水道法 指定外 沈殿槽 工場 ○

浄化槽法 業者委託 浄化槽の保守、点検 点検 合併浄化槽 事務局 ﾌｧｲﾙ ○

設置時の届出 清掃 単独浄化槽

検査

ＰＭ、ＮＯｘ法 低公害車の取得 指定地域外 営業車３台（ガソリン） ○ 陸運局 事務局 該当無し ○

首都圏乗入れ

労働安全衛生法 特定業務健康診断 有機溶剤、じん肺、騒音 洗浄機（ﾊﾟｰﾂｸﾘｰﾅｰ） 事務局 健康診断 ○

PRTR法
該当物質の年間
消費量

1t以下の為適用外

消防法 貯蔵保管 危険物の分類と指定数量 第４類３石2000Ｌ 香取市消防署 事務局 該当無し ○

指定数量の1/5以
上の取扱い

第４類４石6000Ｌ、灯油2000Ｌ 指定場所で管理

混在する場合は指定数量の1/5
以下及び商の和が2.0以下

灯油、油脂類

RoHS、REACH 欧州環境規制 ＳＤＳ、材料ミルシート 材料、表面処理 事務局 ﾌｧｲﾙ ○

改正ﾌﾛﾝ法 ｴｱｺﾝ 事務局 ○

8馬力12台

3馬力1台

ドライヤ1台

届出・報告
関連
部門

順守評価
法規制等の名称 該当する要求事項

関連条項
関連条例

該当する設備・項目
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実施日 実施場所 弊社応接室

記録作成日 2023年8月17日
作成者 小澤祥大

指示項目 変更する
必要性判断

有・無

有・無

有・無

有・無

５．その他

３．環境経営計画

４．実施体制

１．環境経営方針

２．環境経営目標

１．環境経営目標の達成状況

２．環境経営計画の実施及び運用結果

CO2:2022年度は目標比で+3％。
次年度へ向けて改めて目標達成するように、引
き続き改善を進めること。

まだまだ改善すべき点は多いが社会的な要因な
どで思い切って進められないところはる。
機械の更新などで期待以上の効果が有った。
作り直しなどの無駄な加工を減少させ
環境活動の評価を社内で共有することで、社内
全体の意識を高め引き続き活動させていきま
す。

代表者の指示内容（５Ｗ１Ｈで）

３．環境関連法規等の遵守状況

４．外部からの環境に関する苦情・要望

５．その他

Ｃ：（環境管理責任者への）指示内容

順守評価を2023年6月29日に実施。問題なし。

なし。

Ｂ：今回の評価結果

見直しに必要な情報 代表者の評価結果

（環境管理責任者の報告事項） （有効に機能しているか、適切に実施されているか）

前回の指示事項 取組結果
環境への意識の定着は見られるが、目標は達成出来な
かった。
社員へ改善する意識を伝達するように。

環境へ配慮に向けて取り組みは行われている
が、まだまだ改善すべき点は多い。
全体の組織図に環境対策委員を加えた。

7、2022年度、代表者による全体の評価と見直し記録

Ａ：前回の指示への取組結果

2023年8月17日

参加者 代表取締役、環境管理責任者（本
部長）事務局（小澤）
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8．22年度活動写真

高効率・静音設計のコンプレッサーの導入

電力管理については常時注視し、電力上昇時には
不使用の機械の電源OFF、不要な電灯の消灯など
全員が意識して行っています。
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